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これはリン

.ダ
ー
ル
の
こ
.
.の
課
題
.に
関
す
る
最
後
の
論
文
で
.あ

る

(

私
は
ス
'
ウ
土
'
レ
デ
ン
語
は
全
-く
判
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
英
訳
文
に
ょ
?

て
リ
シ
.ダ~

 

:
ル
; 0

解

釈

の

到

達

点

と

：
そ

：：
の

'塞
本
的
特
徵
^
 ̂

, 

V
 

。

リ
ツ
ダ
-
丨
ル
は
こ
の
論
：文
の
始
め
に
J

課
税
原
則
の
拼
究
は
、「

か
つ
て
ば
財
政
学
に
お
い
て
ン
ぎ
容
复
这
蓄
へ
^

.■お
'
'い.て
.は
，昏

»-
<
6名
^
.
_-'
:
.
^状
態
>に
..な
.つ
.、て
1>
ま

.て
い
.各
ょ
う
'.で
あ
.る
-と「

.い
う
.。.
.
.
y
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ン
..、タ
I
.ル
の
-師
、.
.
.
ウ
イ
'ク
'セ
-
.ル':
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(Kmlt wicksell)

の

.

「

公 

正
な
課
税
の
新
^
い
.原
則」

1
8
9
S

.と
、
リ

ン
ダ

ー

ル

の

;.「

課
税
の
公
正」

8
i
e 

Gerechtig- 

keit der Besteuerung, 

1919. )
：'̂
ゆ
と
も
に
、
.財
政
的
過
程
に
お
け
る
起
動
的
.な
諸
力
.(motivating .forces).

"の
'分
析
を
甚
礎
と
し
て
公
正
な 

課
税
と
財
産
の
公
疋
な
分
配
f

 

S
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d
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'

l

l

の

概

含

間
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い
う
パ
そ
こ
で
リ
ン
ダ
ー
.ル
ゆ
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経
済
の
領
域
に
：お
：い
て
：何
が
：公
正
ヤ
あ
る
か
に
：つ
.い
て
の
'観
念
ば
、
.:

政
治
的
な
価
値
判
断
に
依
存
し
て
い
て
、
 

そ
の
政
治
的
な
価
値
判
断
は
科
学
的
基
礎
.を
与
え
る
と
..と
は
で
き
な
^.
が
、
，ウ
イ
ク
ゼ
ル
も
：リ
ン
：ダ
ー
ル
も
、
こ
れ
ら
の
観
念(ideas )

の
関
係 

「relationship 」

は
科
学
的
分
析
の
主
題
と
な
し
得
る
と
信
じ
て
い
る
と
い
う(International Economic Paper, No. 

1
0
, p. 7

0
。 

‘

ウ
イ
.ク
ゼ
ル
ー
リ
ン
、ダ
ー
ル
の
学
説
は
、
他
の
：国
々
に
お
い
.て
必
ず
し
も
充
分
な
理
解
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
う
が
、
リ
ン
ダ
ー
ル
は
殊
に 

ミ

.

ユ
ル
ダ
ー
ル
の「

国
民
経
済
学
説
の
形
成
に
お
け
る
政
治
的
要
素」

に
お
け
る
批
判
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

(
M
y
r
d
a
l

の
こ
の
書
は
ス
ウ
31

丨
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ン
版
は
一
九
三
〇

气
ド
イ
ツ
版
は
一
九
三
ニ
年—

そ
の
日
本
訳
は
山
田
雄
三
教
授
の
訳
書
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
論
文
で
は
主
と
し
て
一
九
五
三
.年
の
英
訳
版
を 

引
用
し
て
い
る
。) 

ぐ

.

ミ

，H

ル
ダ
ー
ル
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、

一
九
三
ニ
年
の
ド
イ
ツ
語
版
i
山
田
雄
三
教
授
訳
書
で
、
経
済
学
、の
唯
一
の
課
題
は
、
経
験
的
な
る
も
の
を
観
察
し
叙
述 

す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
因
果
関
連
を
阱
ら
か
.に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
行
動
に
対
し
て
価
値
判
断
を
く
だ
し
、
原
則
を
立
て
る
こ
と
は
科
学
の
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務
で
は
な
い
と
云
う(

山
田
教
授
訳
書
、.へ
四
頁
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：八
頁
参
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一
定
の
手
段
に
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っ
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治
的
な
目
標
に
達
し
得
る
か
否
か
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
科
学
的
に
も
何
等
か
の
発
言
は
な
し
得
る
。
政
策
の
な
か

に
は
、
実
は
不
可
能
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
よ
う
な
政
策
が
あ
る
。
さ
ら
に
極
め
て
大
切
な
こ
と
は
：、
合
目
的
な
敗
策
的
処
置
に
よ
っ
て
解
決
さ 

れ
る
副
作
用
を
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す
と
と
で
あ
る
。

：

副
作
用
を
全
く
無
視
し
て
理
由
づ
け
ら
れ
た
よ
う
な
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は
、

左
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か
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的
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な

る
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な
る
こ
と
が
あ'る
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来
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説

產

け

產

ど

：に
，
.公
正
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正
義
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い
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よ
う
な
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而
上
学 
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な
混
入
繁
多
い
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間
は
な
い
。
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た
財
政
学
説
|
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藍

治I
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学
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げ
て
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科
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分
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S
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で
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的
な
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観
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1
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る
I
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能
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t

と
一
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、
. I
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値
樹
立
ほ
，
 

爝

着

の

麗

は

、

福
矛
お
よ
び
.寒
の
顧
点
か
裏
っ
て
も
豐
的
先
行
性
を
持
っ
て
：い
る
‘

.福
利
ま
た
，は
公
正
が
結
果
す
る
、
I

果
I

い
.
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求
す
る
こ
と
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の
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る
"
ク
の
^
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な
財
政
学
が
：実
際
の
；̂讓
に
.对
し
て
.、
真
'に
意
義
の
あ
る
：甚
礎€

翁̂

ー

；
.こ
：
；
：
と
：
が

.で
き
芩
と
い
ダ
。
：
そ
し

「

て
»-
玫
学
の
唯
.一
の
.
.
' 

内
容
を
な
す
べ
き
租
税#
系
の
^
用
は
決
し
て
孤
立
化
し
て.研
究
す
る
こ
，と

は

で

ぎ

艺

価

格

形

容̂
^
^

.っ
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m
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帰

着

の

謂

は

，
鐘
的
価
格
形
成
の
間
題
と
；結
び
ら 

.動
態
的
価
蕖
成
論
：の̂

に
築
が
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_
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ら
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^
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*
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価

じ
て
分
る
が
；、：ハ
課
税
原
則
を
合
理
的
な
基
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礎
に
お
.い
て
確
立
し
よ
ぅ
と
す
る
試
み
ば
||
:
ゥ

ィ

ク

ゼ

、
ル|
リ
ン
ダ
ー
ル
の
試
み
は
成
功
し
て
~い
な
い
-—

そ
れ
は
不
可
能
な
：こ
と
を
や
ろ
^
と
.
 

じ
て
へ
い
.る
.か
，ら
>で
お
.る
と
い
ぅ
。
，そ
し
て
ゥ
ィ
ク
ゼ
ル—

リ
ン
'ダ
ー
ル
の
理
論
は
、
形

而

上

学

的

価

値

、

に
よ
る
接
近
で
は
、
.綿

密

.な
ま
た
曳

心

的

 

な
考
え
方
を
進
め
て
い
‘る
場
合
に
も

、

そ
れ
は
何

を

な
し
得
る
こ
と
に
な
る
か
を
示

す

証
明
に
な
る
と
い
ぅ
。
ま
た
、、、
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
、

ー
九
2: 

.

.
,
m
年

の

英

語

版

に.お
い
て
も
f

-1
S
5
〜

6
)
、

旧
版
.に
お
け
る
俞
詆
.の
觯
釈
と
同
じ
く
、
租

税

帰
着
の
理
論
以
外
の
す
べ
て
の
財

政

理
論
は
非

秤

' 

翁
的
で
^

^

ぃ̂
»
政

遡

論

ば

'
胶*
阼

拙

^;
农

埽

#'
、

,'
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'
^
艰

お

ぢ

種¥

し
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(
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ー
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し
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.
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、
'い
.ま
ま

で

は

：
一
.度
も
答
え
■て
：い'な
か
.つ
'た
が
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■

い
ま
自
分
が
四
•-+
:
年
%.
前
.に
->
'
ク 

束

^
論
文
せ
琅
扱
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#;
問
題
を
«
氓
ゼ
_
較
げ
る
_
.つ
：へ
い
瞀

.

.題
於
^

^
くi

i
i

的
に
関
心
を
持
た
れ
る
主
題
と
な
つ
て
い
る
と
思
わ
.れ
る
か
ら
で
あ
る
。.
マ
ス
グ
レ
I
ブ
、
ボ
：ヴ

ン

、パサ
ミ
，ユ
チ
ル
尤
ン
な

>:
'

^
米
国
0;
主
興
な
経
‘済
学
者
た
ち
が
、
公
共
経
费
の
純
粋
现
論
へ
«
| th

e
o
r
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a..'public:expenditure) ，

の
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究
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め
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'い
な
。
.ま
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、
収
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い
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一
ジ
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冷
は
、
#
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_
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ど
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‘

•:

'. 

.

.

.

 

.. 

-
'ニ
.

.
'1
.

ニ. 

.

.

い..

.

.

• 

.

.

.

.

 

:

•■
リ
ン
ダー

ル
は
’

-

ま
ず
ミ
チ
ル
ダ
丨
^

V 

i
ル
ダ
ー
ル
：は
租
税
原
則
の
問
題
を
科
学
的
に
取
极
う
い
か
な
る
試
み
^
対
し
|

否
楚
的
態
度
を
と
？
て
い
る
が
？
^

ル
自
身
め
本
学
的
方
法
の
.問
題
に
対
す
る
接
近
方
法
と
合
致
し
な
诠
i 

^

^̂

^

@
々
の
課
税 

計

画

の

効

果

を

研

究

す

る

：こ
：と
：だ

け

が

許

さ

れ

，て

、

.：
そ

れ

ら

；
の
.計

画(

提
案)

：.：
の
形
態
を
决
定
：し
、
:'
..
ま
た
種
々
に
異
な
る
諸
計
画
に
0
い

て

権

カ
 

麗
が
行
う
選
択
を
決
定
す
る
諸
要
因
I

祈
す
る
こ
在
許
さ
れ
な
い
で

I

ガ
か
。ー
處
補
者

I

合
ネ
も
、-

S
歡

緊

S
 

c
a
l

 r
e
k
t
i
l
p
s
)
'

を

明

ら

か

；に

す

；る

問

題

マ

■後
者

8

合

に

は

：、

V

さ
I

、t
e
e
'
:

お
ょ
^;expediency 

(

課
税
の
正
義
と
便
宜)

' 
の 

原
則
の
意
妹
を
も
分
析
せ
ざ
|

得
な
い
が
、
ニ
そ
れ
は
租
税
計
画
を
形
成
す
る
に
.つ
い
；で
、，''
:|

租

税
|

?

も

-.
重
要
な
：こ
と
、で
あ
る

':
.''°

. 

ン

：
 

.

公
共
.経
済
の
ー
へ
般
理
論
の
発
展
：を
：、
：市
場
経
済
：の
伝
統
的
な
理
論
論
似
し
て
い
る
も
の
と
見
て
取
极
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
学
問
的
S

し 

い
こ
と
で
あ
る
I

分
析
の
対
象
と
な
る
財
政
的
過
程
は
政
治
的
意
義
と
経
済
的
意
義
と
を
持
っ
て
#
り
、
従
っ
て
財
政
理
繫
の
罾
は
そ
の
社 

会
の
政
治
構
造
に
依
存
す
る
と
と
.に
'な
る
.か
ら
で
あ
る
表
い
う
。

リ
ン
ダ
丨
：ル
ほ
旧
著
：に
お
い
て
、
.公
，正

な

課

税

：
實
I

J-)

の
伝
統
的 

な
，諸

原4

分
析
の
基
礎
と
し
て
、
.
:リ
.ン
ダ
I
ル

自

身

：の

公

共

経

済

の

；
理

論

を

形

成

し

ょ

う

，と

.し
た

の^
あ

る

が
.、'
:こ
，
の'一
.
：
九

五

九

年

の

論

文

，で

は
、
，
耝
f

i

g
討

室
 

t

 内
容 

■
'

:

!
 

.
:
'■, 

: 

:

, : 

I
.

,

^
、

>

タ
.
.ノ
は
.
.矛
益

原

贞

:.
?
e .benest principle)

は
、
.各
個
-^
に
対
す
る
限
界
課
税
'
3ぢ
°3
.目
5

は
、
政
府
支
出
が
そ
の
個
人
に
卜
ナ 

え
'る
予
測
き
れ
た
限
界
効
用cestimated'maiaKutnity) ，

を
超
え
.て
は
な
ら
：な.い
-
>と
を
意
味
す
る
と
解
釈
し
た
广
し
か
し
.、」

j

の
.原
則
は
、
 

多
数
者
：

=

多
数
党
が
#

1

く
の
：場
合
に
政
府
皮I

利
益
に
.お
け
る
相
異
を
無
視
す
る
|

を
0£
当
|

る
.と
|

え

る

限

含

 

実 

際
上
に
は
够
正
さ
れ
な
け
ホ
ば
介
ち
な
し
：_平
等
な
利
益
が
与
克
.ら

れ

る

と

仮

定

：
す

る

場

合

.
は̂
;'
政

府
^

^

は

経

舊

能

力|

(

っ

そ

名

#
^
^

全

べ

同

じ■

め

意

た

か

：ら

e

一

利

益

原

删

倉

理

的
I

反
ず
I

:
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
_

_

_霁

—

忠

歡

-

.
■
租
税
利
益
説
匕
関
ず
：る
問
題
.

:

.

.

:
,
L
::
、
1、
ニ
ノ

.

五

(

六
八
九)

；



則
に
^
る

諫

税

-

亚̂
^

た̂
^
利
益
原
則
に
よ
各
課
税)

.の
本
質
的
な
部
分(

a
n

厂essential: p
a
r
t
)

と
み
な
す

--
と
が
-?
き
る
と
■い
う
。
リ
ン 

ダ
：I
:ル
は
：、
. -

と
^
な
う
汝
課
税
は
ビ
で
定
の
財
修
配
状
態
を
持
つ
入
民
の
経
済
的
諸
権
利
を
^

^

.

.

.
-
-

ノ 
ジ
ャ
ス
ト

 

〜
' 

...

i

そ
！

。l

i

l

l

l

ぁ
！

應

ち

ば

、
利

益

I

I

る
課

f

毒

ぁ

I
.と
考
え
ら
れ
ば
う
。
し
.か
し
"
：本
し
特
定
の
経
済
状
祝
が
公
正
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
経
済
状
況
は
特
殊
な「

社
会
厚
生
的」 

(socialwelfare)

課
税
に
.よ
っ
.て
訂
正
ざ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：

も
セ
、：
財
産
：の
分
配
がM

の
方
法
に
よ

っ
そ
芷
し
く
訂
正
さ
れ
た
な
ら
ば
、
 

利
益
.に
よ
.る
諫
税
の
基
礎
:^
な
々
、
わ
れ
わ
れ
の
公
正(justice 〉

の
要
求
が
充
た
さ
a
る

：
こ

：と

に

な
.ろ
う

と.い
：
う.。

ノ'
.':
.

，「

、
リ

シ

ダ

！

ル
；
の

解

釈

の

.重
点

は

：、
'
:す
べ
て
の
公
正
の
観
念
は
価
値
判
断
に
よ
っ
.て
い
る
か
ら
、
,'
.公
正
な
財
産
分
配
も
公
正
な
課
税
も
、
或
る
一 

定

の

響

に

っ

ぃ

3

1

に
I

る
i

-v
:

,

.

.ヵ
：に

-1
>''
,
:
:
.
',
ま
た
同
時
.
.に
そ
れ
ら
の
観
念
の
内
容
を
.
.
.
1
層
詳
し
.く
分
析
す
る
.こ
と
は
：
-.
'
正
し
く
科
学
と
".し
て
.の
.仕
事
で
あ
る
と
い
う
。

■

リ
ン
：ダ
.--
!

ル
：は

三

つ

の

項

目

に

要

約

し

-1
:
、' '

、1

ル 

ス
1)

:
第
一
は
、、、
ュ
ル
ダ
ー

ル
#
財
政
学
に
お
け
る
ぺ「
形

而
_ £
:

¥
的
価
値
矶
断」

と
睜
ん
で
1 '

る

問

題

で

あ

る
::
0

ミ
ュ：
ル
ダ
ー
ル
の
見
解
で
は
、
 

•わ
れ
わ
れ
.の
価
値
判
断
と
そ
れ
に
関
速
し
た
公
正
の
観
念
と
の
間
に
ば
、
何
等
か
：の
論
理
的
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
 

(Myrdal, The Political Element in the Development of Economic Theory, 

1953, pp.: 203 〜
4
,

の
章
句
を
引
用
し
て
い
る
。)

■
リ
ン
：ダ

！

ル
は
.
.：

「

財
產
.の
公
正
な
分
配」

概
念
と
_「

公

正

：な

課

税

」
：.と
い

う

概

念

：と
.の
：間

於

は

社

会

心

理

学

的

な

：も

の

か

あ

$'」

'
と

は

容

認

す 

'る
。
こ
こ
で
究
明
さ
る
べ
き

公

正

，
：

(justice)

.

の
観
念
は
主
と
し
て
一
.般
人
民
お
よ
び
政
党
が
持
つ
公
正
ー
の
観
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
'そ
れ
に
関 

■す
る
機
動
的
要
因
と
な
る
諸
力
を
分
析
す
れ
ば
、
研
究
者
は
こ
れ
ら
の
諸
観
念
の
内
容
を
、.
論

理

の

要

求

を

冻

た

す

よ

う

：に

；
ー

層

明

確

に

定

式

化 

す
る
こ
と
、
ま
.た
こ
れ

ら

の

観

念

が

相

互

に

_

触

す

る

か

否

か

を

観

察

す

る
こ
と
は
許
さ
■る
べ
き
'は
ず
で
あ
る
。
財
產
の
分
配
に
関
す
る
公
正
の 

観

念

，と

課

税

に

関

す

る

公

正

の

.観
念
と
の
間
に
た
だ
一
.
つ
だ
け
の
閨
係
を
設
定
す
る
と
.と
は
：で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
た
と
え
財
産

の
公
正
な
分
配
と
は
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
が
翁
と
し
て
も
、
或
る

：
S

な
る
結
論
に
1

す
べ
て
論
理
的
に
；正
し
い
と
1.定

る

結

論

：
に

—

到

達

す

る

と

と

'
も

可

能

で

あ

る

0:
'

矣
の
線
に
沿
っ
，て
ハ
る
研
究
.ょ
完 

七
べ
、
ま
た
科
学
的
で
あ
る
と
認
め
釔
る
は
ず
で
^

る
。
：シ

ン
.ダ
丨
キ
^

'
進

め

ら

れ

た

も

の

で

あ

.
：っ
ー
て

-

(

i

,

ル

ダ

丨

：名

^

^

^

,r
e

あ

る

と

.
い

う

理

由

は

：な

い

と

い

う

。

:(

2)

第
二
の
点
は
ミ
ユ

.ル
ダ
ー
ル
が
理
論
的
な
弱
点
と
.し
て
指
摘
し
て
い
る
点
に
関
す
|る
。
\
、
1
 

.
 

し
る
の
は
；
所
得
お
よ
び
財
產
の
正
し
か
分
配
と
い
う
仮
定
は
何
を
.意
味
し
て
い
る
の
か
_
-
—こ
.の
条
件
は̂
^
^

か
、
課
税
後
に
充
た
さ
れ
る
：ぺ
き
で
あ
る
か
と
；い
う

• 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

. . 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

■

.
 

.

.

.

.
 

.
ノ

.

;;
リ
ン
ダ
-ィ
ル
は：

課
税
前
の
財
産
の
分
配
状
態
と
い
う
こ
'^
或

^
将
来
の
.時

期

に

対

し

て

課

税

が

：計

画

さ

れ

.る
時
点
に
お
い
て
、
既
に
課 

'

税
が
存
在
し
て
、
秦
実
上
に
存
在
す
る
財
産
分
配
状
態
：で
.あ
る
。：，も
.し
0
そ
か
分
配
状
1

公
正
办
.要

求

.に

合

致

し

な

い

点

が

あ

^

ば

、

或 

会
政
策
が
措
置
が
行
わ
ネ
る
こ
.と
が
'1
£
当
で
あ
り
、
.そ
れ
ら
の
措
置
は
そ
の
.
_期
に
^

鬆

結

果

を

持

つ

こ

；
莲

な

ろ

：う

。

政

醬

動

の

計

画

的

屢

大

は

、
.窗

産

の

分

配

 

い
る
状 

■:

態

て

そ
0
政

府

活

動.の
財

源

が

：調

達
.さ

九

る

と

仮

定

す

れ

权

、
：
そ

、の

.揚

合

に
.は

::
'
是

正

：さ

れ

：た
£
の
財
磨
分
配
狀
態
を
.利
益
.に
よ
る
課
税
の
莶 

礎
と
す
る
.こ
と
ガ
容
認
き
れ
よ
う
。
そ
の
龊
府
活
動
の
拡
太
が
、
_
そ
の
結
果
と
し
て
財
産
分
配
に
お
け
る
全
く
容
認
1
得
な
い
移
動
を
生
ず
る
と 

.

リ
う
事
態
ガ
生
ず
る
場
合
に
は
、
'次

に

社

脅

厚

在

的

な

，課

税

に

_よ
'0
て
必
^
な
^

て

修

正

：
す

る

と

と

：
は

激

^ ;
く
少
な
く
_な
り
、べ
同
時
.に
社
会
厚
生
的
課
税
を
行
う
.こ
と
：に
よ
0
て
|

^

3れ
^

.

と
：ト
う
こ
と
が
^

き
る
狀
態
に
剖
達
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
七
い

〜

..'.、
：
':

 

:
:て
，

.

：

'
:
:

:'
:

:

:

.

'厂
,

：
：
;

'
 

.こ

の

課

税

後

に

生

ず

る

財

産

分

配

を

莊

礎

と
：
'し
.て
：
課

税

ザ

る

.と

い

う

こ
と
は
、
決
し
.て
:>
.、、、
ユ
.ル
ダ
，丨
ル
が
云
う
よ
う
な
^
環
論
に
太
な
ら
な 

'

い
。
リ
ン
メ
ー
士
ボ
主
張
す
る
と
と
ろ
.
0意
味
：は
'
.財
産
.
^

租
税
利
益
説
に
関
す
る
間
題
.

'

ぐ
.

:'
■

:

::
.:
'.
.

'
.'
:
■
.
,

人 

- 

'
\
\
ゾ

.

し

"
丨

? 

く

'
J

ベ

丨

：

;
1
パ

:

:

:
丨

' 

-丨

、

巧

F
ベ

：，

:

\

リ

て

t 

:

v



名
。
'そ
し
て
-、
公
亚
な
課
税
は
常
に
課
税
後
め
財
產
.の
分
配
が
公
正
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
，い
る
と
い
う
0 

:

,
.
、
、
、
：
.

: ^

ル
ダ̂
-

ル.
'が
い
か
：：な.る
潼
類.
の
.課
税
が
公
正
：の
無
件
を
充
*
す
こ

と
に
な
る

の
か
と
いう
疑
問
の.
提
示
に
対
し
て
、

リ
ン
ダ
I

ル
.
.は
、
.：
い 

ザ
れ̂

場
合
：に' %

家
課
脱
紙
公
证^
^

^

1:̂
; «
; ©

掘
念̂

^

:.

0
て
：注

意
深
べ
調
整
さ
れ
- *

妙
机
ば
な
ら
な
い
が
、
.
 
'こ
^
問
題
の
実
際
上
の
解
決
は 

_次
.
.の
.
简
単
な
例
を
も0.
て
説
明
す
る.こ
と
が
で
ぎ
よ.う
：と
い
、う.。
.

‘：
新
激
泠
国
防
費
め
財
;«

に

：
充

て

名

龙

あ

：纖

：

—

税

収

久%

調

達

：
す

る

間

題

が

：

^

^

«

定
^

よ

：
う-'
0

^

1.
€
 

け
る
財
産 

:
:の

分

配

ザ<社
冷
# :

迷
哪
％
韻
整
措
霍
が
沧
わ
れ
^

い
:̂

と
^

_

*

亚
^

あ
^

,
と
、認
め
ら
^

^

 

の
或
猶
の
産 

«

の
縮
小
亿
_

<

分
配
悴
凇
忖
る
#

動
が
：あ
.り

得

含
£

.
を
認
.め
：る
擁
あ
遂
刖
記
の
.

^

«

を
湛
嬅
と
す
名
利
益
原
則
^

よ

.
る

諫

税

は

公

;-
1

£

な

务

め

土

な

る

沧

あ

;6

う
;:
^

例

，
ぎ

マ#

需

産

業

ー

の

利

潤

に

特

別

税

を

.
課

す

る

こ

と
 

‘

■

時

匕

他

め

：
部

分

：
零

は

補

助

金

汝

与

.ぇ

る

措

置

を
^

る

：
こ

と
^

ど)

ー
：
：
の

方

钹

に

.

.よ
: ^

.0
S
礎
と
す
る
：こ
，̂
が
で
•

^

5。
：'納
税
者
の
議
A
に
お
#

'^

る
.か
を
充
分
よ
く
.予
見
し
て
い
る
と
仮
宠
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
、
リ
ン
、ター

ル
'は
説
明
す
る
。

.,

'
.-
.

(

3)

.

.：：，
ン
：ダ

-
-ル
の
乳
益
説
に
よ
.る
接

近

方

法

：に

対

 

利
益
原
則
の
解
釈
が
全
く
恣 

意
的
スarbitrary.

で
あ
一
る
^
い
.

rv

こ
と
.で
あ
る
。

例
£
ば
、
.ミ
ュ
ル
ダ
I
ル
は
、
政
府
活
動
に
よ
っ
て
生
ず
る
総
体
的
な
純
効
用
は
き
g
 

I 

utility)

、
そ
れ
ぞ
れ
0

.個
人
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
相
異
す
る
.で
本
ろ
：う
ん
、;:
.ま
た
公
正
.の
間
題
_に
関
連
を
持
つ
の
は
^ '
；4

効

用

に

.お

け

る

増

加

で 

あ
っ
て
、
限

界

量(

l

..
a

l
自
I
g
y

)

の
増
加
で
は
な
い
で
あ
.ろ一
.う
と
い
う
。
こ
れ
に
対
じ
て
リ
ツ
ダ
ー
ル
は
ノ
政
府
活
動
に
よ
っ
て
多
数
の 

.
人
が
得
る
総
体
：̂
な
純
効
用

'

(total .net'utility)

:は
計
置
で
き
な
1'
_

_
従
っ
て
課
税
の

1̂

と
は
な
し
|#
な
い
と
い
う
。.
ま
た
、
政
府
の
活 

動
に
よ
る
利
益
に
.お
け
る
限
界
効
用
が
、'
各
人
に
つ
い
て
異
な
る
こ
と
^
考
慮
す
：る
こ
と
は
"
多
く
の
.場
合

：に

、.攻
治

的

な.関
連

.を

持

つ

利

益

原 

則
の
解
釈
と
矛
盾
す
^
こ
と
^
な
る
が
、：
そ
の
こ
と
は
次
に
利
益
原
則
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
に
ょ
づ
て
明
ら
か
に
な
ろ
ぅ
と
ぃ
ぅ
。
' 

•

三
、
'リ
ン
ダ

I
ル
に
お
け
る
利
益
原
則
の
意
味

. 

.
：

-

.

.

.

.
*
.
•
•

• 

. 

‘ . • 

' 

- -

一
：'
.
.ぐ 

... 

' 

.

■

-

.

■

.議
会
的
民
主
政
治
に
お
い
て
は
、
政
府
支
出
と
課
税
に
_
す

る

決

定

は

、

諸

政

党
.€
»
間

で

そ

の

支

出

の

有

用

性

ど

一

般

人

民

に

対

す

る

租

税

の
 

资
担
に
つ
い
て
熟
慮
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
代
表
機
関
に
よ
っ
て
決
隻
達
す
る
.？
：そ
の
効
用

->
犠
牲
の
比
較
は
、
そ
の
国
全
体
と
む
て
の
於
効 

用
と
租
税
の
人
民
一
.般
に
对
す
る
集
合
的
犠
牲
に
つ
k
て

は

行

い

得

：な

い

ー

ぞ

の

効

用

泛

儀

鍋

队

量

极

测

矩

t
得

な

い

か

ら

で

あ

る

。
，
そ

の

比

較 

は
個
人
に
関
す
る
こ
と
、に
な
る
。
政
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
種
々
.の
政
府
支
出
お
よ
.び
そ

の

た

め

，
の

課

税

：め

諸

提

案

を

決

定

す

る

場

合

に

、

そ
の 

た
め
に
租
税
が
投
票
者
.

(voters)

に
加
え
る
犠
牲
が
、
.そ

れ

ら

：の

投

票

者

が
"当
該
政
府
支
出か

：：

ら
：得
る
；利
益
よ
々
も
大
ぎ
い
か
少
い
か
を
考
え
.
 

る
。
そ
1
て
、
個
人
に
：.と
っ
て
効
用
が
犠
牲
を
超
え
.る
と
判
断
：ず
る
場
合
に
の
'み
、
.そ
：の
提
案
を
受
け
入
れ
よ
う
と
；す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
或
る 

場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
効
用
が
犠
牲
を
超
え
.て
い
石
い
く
つ
か
，の
提
案
を
選
択
す
る
ど
：す
れ
ば
、.
最
，
'±
の
効
用
の
余
剰
を
生
ず
る
こ
と
が
^
き
さ 

れ
る
提
案
が
当
然
に
優
先
し
て
選
択
さ
れ
るV

も
し
、：.：.政
府
支
出
の
規
模
は
異
龙
る
が
、
納
税
者
の
間
の
総
経
費
の
分
配
は
同
一
で
あ
る
と
い
う 

い
く
.つ
か
の
提
案
に
つ
，い
て
選
択
を
符
う
場
合
に
は
、

政
^

は
ff
i
'

m >
6
R'
取

氣

が

そ

の

政

f

出
に
よ
づ
て
生
ず
る
t

L

b
 

n

^
 

.
.
(
e
s
t
i
l
e
d
n
a
l
l
t
y
)

に
等
し
.い
点

を

超

え

，
て

課

税

を

増

大

せ

し

.れ
よ
う
と
.は
し

：な

い.で
あ
.ろ
う
。
.
し

た

が

；っ
て
、

い

ず
^
の

政

党\ 

そ
の
党
員
の
意
見
と
し
て
、
.効
用
^
犠

牲

老

比

較

し

て

効

用

が

犠

牲

よ

：り

も

大

:'
#
い

:«
0居

デ
|

1

^

)

；
；

=

余

剰

を

生

じ

：な

•
ハ

よ

う

な

課

税

提

案 

の
採
用
を
阻
止
す
る
亡
去
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
：と
は
納
税
者
.の
，ど
の
.階
級
も
、
:;
..政
府
活
動
か
^

く
の
^
担
を
^
わ
な
.
v
f
v
と
に
な
る
最
善
の
可
能
な
保
証
"

(

r

^possible-

'sarant_ee)

'と
.な
ろ
う
ッ
'ト
か
皆
ん
H

、
課
税
3:
人
民
が
自
己
の
-w

•
. 

- 

.

.

.

.

.
、

 

.

.

.
• 

.......
 

..

.

 

■
 

' 

...
 

- •
 

.

 

.

 

...

'.
.
.
•
•
-
'
.

」  

.

.

. 

.

得

と

財

産

：を

処

汾

す
る
権
利
：を
侵
害
し
な
い
し
、
ま
た
、(

ル
H

S'
;そ
れ
ら
の
租
税
は
、
公
共
経
費
に
充
て
る
た
め
に
、
納
税
者
自
身
の
利 

益
I

ぃ
て
行
わ
；翁

自
発
的
‘

i—

s

は

歡

歡

念

m

 

露

S

か
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
と
い
う
。

ソ

::
*
ィ
：ク
ゼ
^

:

^

の
前
記
の
著
作
.
.

(
一

八
九
產

)

に
お
け
る
利
益
説
の
解
釈
も
こ
の
#
の

議

で

あ

っ
衣
が
.

ぎ
.

ゥ
..ィ
ク
ゼ
ル
は
政
育 

'

;
■

.祖
税
利
益
説
.に
関
す
る
問
題
.

ぃ
 

■

:

?

.

.

'

し

、
v.
«.
,
3



-

一
 
〇
ノ(

六
九
四)

.
支

出

と

そ

の

財

源

七

し

て

，
の

粗

税

に

.つ
：い

て

同

時

に
.投
票
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
I

そ
の
決
定
に
.は
絶
対
多
数
を
必
要
と
す
る
こ
と
と

.

す
れ

ば
、
.僅
か
に
多
数
を
占
め
る
多
党
派
丨
単
純
多
数(simple majority)

が
少
数
派
に
不
利
な
租
税
^̂ 

j

と
こ

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.... 

.

.

.

.

.

. 

... 

.

.

.

.

. 

• 

•
• 

- 

- 

• 

• 

•
•
•
•
-
•
• 

... 

. ..... 

• 

*

な
る
~
~
~少
数
考
の
利
益
も
：充
た
す
よ
う
に
課
税
提
案
を
修
正
し
な
け
れ
*は
^
&>
::な
い
.こ
^
を
云
_っ
て

い

る

。

し

か

し

リ

ン

'ダ

ー

ル

.は
、

こ

の

ゥ

*

■
.-''

 

.

 

.
-
. 

\

ィ

ク

ゼ'ル
：
の

提

案

は''
,実

際

に

適

用

す.る

こ

：と

が

困

難

セ
.あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
ム
て
三
つ
の
列
を
あ
げ
る
。
'

:
(

5

無
責
任
な
少
数
党
が
そ
の
否
認
権(

拒
否
権)

.
を
乱
用
す
る
こ
と
.が
あ
.ろ
う
。
..少
数
者
そ
れ
自
身
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
租
税
の
負
担 

を
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
少
数
派
自
体
.に
と
っ
て

-%
効
用
が
犠
牲
を
超
え
.る
こ
.と
が
：期

待

で

き
.る
課

税

提*
に

も

反

対

投

票

を

す

.る

こ

と

が

あ 

ろ
う
。：
多
数
党
が
政
蔽
支
出
：の
水
準
を
幾
分
ひ
き
下
げ
る
こ
>
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
'る
場
合
が
あ
0
そ
も
、
.少
数
派
が
な
お
一
層
に
多
く
の
 ̂

利
益
を
得
て
、
同
時
.に
効
用
と
犠
牲
の
.坪
衡
が
多
数
派
に
木
刺
に
な
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
：少
数
派
0
.こ
.の
上
う
な
行
動
を
可
能
に
す
る
雜
|
は̂
、
 

多
数
派
：に
と
.っ
.て
受
け
.い
れ
得
な
い
も
の
と
な
る
の
k
.当

然

の

と

-
 

:;

0
一)

利

益

に

よ

る

課

税

は

、
：.：
多

く

 Q

場

合

に

、.利

益
.の
相

違

と.い
.う
'

-
と

が

証

明.：さ
れ

：て

い

：な

：い

と

考

え

る

多

数

派

の

公

正

の

観

念

を

満

足 

さ
せ
な
い
こ
.と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
国
防
費
.の
場
合
に
、
多
数
派
.は
少
数
派
よ
り
も
そ
の
提
案
に
：関
心
を
持
：つ
こ
と
が
多
い
。
利
益
に
よ
る
課
税 

で
は
、，
.少
数
派
は
.国
防
"の
た
.，め

に

支

払

う

も

の

が

比

較

的

に

少

く

、
プ

多

数

派

比

そ

.の
#
用
：の
比
較
的
に
多
く
の
部
分
を
A
担
す
る
こ
と
に
な
ろ 

う

。

こ

の

費

用

の

，分

配

は

多

数

派

に

^
っ

て

公

正

で

な

い

(sjugt)
：

：よ

う
.に
由
心
わ
，れ

よ

う

。，
国

防

に

賛

成

す

る

；人

々

は

.、
^

身
の
最
善
の
利
益
を
理
解
ず
る
な
：ら
ば
，
少
数
派
も
国
防
に
対
^
て
等
し
く
理
解
あ
る
態
度
を
と
っ
て
、
少
数
.派
も

、そ

の

費

用

の

等

し

い

部

分

を 

食
担
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
で
あ
ろ
う
。
費
用
は
す
べ

て

の

人

民

が

当

該

政

府
.支
出
'に
.よ

0

等̂
|>
い
：利
益
を
得
る
も
の
と
し
て
分
配
さ
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
人
民
そ
れ
苜
身
よ
り
ネ
む
^
ろ
多
数
党
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
利
益
の
評
定
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
る
課
税
の
決
定 

は
、
僅
か
に
多
数
を
占
め
て
い
る
多
数
派
丨
単
純
多
数(simple 

3と
0
5
7

)

：
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

(

三)

.
'租
税
に
'関
す
る
す
べ
て
の
決
定
に
お
い
て
、
絶
対
多
数

o
p每

majority)

を
要
件
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
に
お
い
て
単
純
多

数

''
'
;

(

|

1

6

.

|
玲

豸

を

持

つ

政

党

が

-,
:'財

産

の

身

配

に

.
つ

笔
 

1C
税
を
用
レ
る
こ
票
で
き

^:
い
こ
'と
.に
な
る
。：，入

グ
•/

丨
フ
，の
人
々
は
，

.

.■
議
会
に.
お
け
名
彼
等
の
代
表
者
を
通
じ

'
て
、
そ
の
よ.ぅ
な
提
案
を
拒
否
し
よ
ぅ
と
す
る

.
で
.
あ
ろ
ぅ
。
，- L

か
し
、
多
数
党、^
;

 

芷
当
で
夹
る
と
考
え
.
て
、い.
る
課
税
を
加̂

る
機
会
を
拋
棄
す
る
と
期
待
す
る
と

,

は
$

き
な
+

で
あ
ろ
ぅ
と1'
ぅ
。

ん

と

)」

，で

は
' '

社

会

厚

生

的

課

營

.間

題

を

别

と

む

す

黛
 

仮

定

ず

る-0
そ
の
場
合
I

、■，
利

益

原

則■空

る

.課

場
合
に
リ
シf

ル;
は
、
利
益
原
則
の
適
用
範
囲
は
、
画
有
の
租
税

t

な
ら
ず
、
手
数
料
y

使

■

:

第

一
t
は
、
政
府
め
活

-1
;
の
範
_

(

|

6)

：|

す
る
が
、
こ
の
こ
と
：I

す
る
す
べ
5

決
定
は
多
数
派
の
見
地
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い 

る
傾
向
を
持
I

あ
ろ
1

J
,

と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。.
或
る
場
合
I

、
パ
政

府

活

動

の

形

態
^

近
方
法
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を

.
選
ぶ
必
要
が
生
ず
る
.
.

(

f

 4

国
防
に
つ
：い
て
原
子
カ
兵
器
か
在
来
の

.
兵
器
か
な
ど0
ニ
そ
の
場
合
に
、

多
数
派
が

国
防
の
よ'
ぅ
な
最
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
少
数
派
の
見
地

.
を
考
慮.を
加
え
る
こ
と
が
あ0.て
も
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
も
の 

は
多
数
派
で
あ
る
。

:
'
;
:

第
一I

に
は
、
：多
数
派
が
課
税
の
型
を
.考
え
る
場
合
.に
、
'
い
か
な
る
領
域
に
泛 

.力
正
し
I
と
考
え
る
で
あ
ろ
ぅ
か
と
い
i

矣

f

。
と
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
杨
略
警
は
t

が
、
司
法
制
度

•
国
防
‘

一
般
行
政
な 

.と

の

中

央

部

門

に

.つ

.
Vて
は
一
般
に
利
益
の
相
違
は
無
視
さ
.れV

い
る
が
,
■政
府
の
.文
化

的

..お

よ

び

社

会

的

活

動

藤

て

は

利

益

の

相

違

と

い
 

ぅ
こ
と
ヵ
時
に
は
考
慮
に
加
え
ら
れ
て
い
る
ァ
七
か
し
，
政
府
醬
動
が
人
民
の
：特

蓄

グ

ル

丨

プ

：に
，I

定
の
客
観
的
に
_
現

し

得

る

利

益

を

生
^
^
 

る
：場
合
に
は
、
利
益
め
相
違
と
い
ぅ
ぶ
と
が
極
め
て
重
要
な
考
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
；一
其
え
る
—

の
領
域
を
狭
く
し
て
い
る
傾
向
も
あ
；っ
：
た
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

.

道
路
の
費
用
の
財
源
-に
充
て

蘇

こ
と
へ
に
限
定
さ
れ
て

い

，
る
自
動
車
特

別

税

は

、

0
 

租
税
利
益
説
：に
関
す
る
問
題

.

'

.

;

一
ー
:'
'(

六
九
五)



:

代
：:;
0
#

会
に
お
け
名£

の
看
め_

益
課
稞
の
最
も
童
要
な
例
で
：あ
夸
と

^

.

ぅ
1
6̂

 

i

へ；

r

 

'

:

.

:

泣

，
.;
'
'.
.
;
9
 

:

-

 

:

;:〉

v

 

V

:

;

ベ
：■

一
J

に

：
、
へ

齒

税

水

準

灰

顧

.^
る

間

税
に
よ
ら
て
な
お
そ
の
時
も
公
正
に
充
足
し
得
る
点
ま
で
、
拡
大
し
よ
ぅ
と
す
る
揚
合
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
も
.個
々

め

：納

税

者

^

、 

:词
|
:
0公
共
克
出
め
^.準

：：

に
お
^

■
!

税
A
担

'̂
政
府
サ
：丨
ヴ
：ィ
又
か
ら
ゆ 

ラ 

•■
^

と̂

同

じ

；程

度

で

、
：：
：租

税

負

祖

0:
--
*

の
_
題
と
が
同
時
^
決
定
^
れ
る
必
す
'れ
ば
、々

齡
税
め
分
配.に
関
し
：て
或
:̂
:
結
果
が
現
お
れ
务
-
^

特
矩
の
政
府
活
動
が
社
ム
或
る
人
々
に
或
る
有
形
の
：利
益
を
与
え
、：；.そ
.れ

ら

の

利

益

，が
つ
客 

漉
収
入
の
：増
加
な

ど

)

：
ぃ

耝

税

め

負

担

：
は

：
そ

れ

.ら
へ
の
利
益
忙
関
係
.せ
1>
め
：ズ

決

矩

す

：べ
_き
：で

あ

る

。
い

但

し

、
一
：

.当
該
納
税
者
の
経
済
的
地
位
：(economic 

s
t
!
s
)
.

：に

は

関

係

を

持

た

：な

い

^
あ

み

ぅ

ど.'
:
:
:
、
彳

^

^

^

'

'

ン
し
か
し
、
大
多
数
：の
場
合
に
お
い
て
、
：政
府
の
活
動
は
：入
民
％

そ
.の
：効
用
に
^

い
^
主

観

的

な

測

裏

も
の
'で
あ
る
。
主
観
的
利
益
.を
生

ず

る

と

：い
.ぅ
こ
と
は
泛
克
る
し
、
'そ
の

ー

主

襯

的

利

益

は

租

税

9
負
担
が
人
民
に
課
す
る
主
観
的
犠
牲
と
比
較
し 

な
け
れ
ば
^
ら

な

い

。

そ

の

，璩

合

に

祖

截

の

量

額

が

個

人

.に
：主

観

的

犠

牲

を

感
^
さ
せ
名
令
は
、：
^
:の
個
人
の
_経
済
的
地
位
に
依
.存
す
る
。
こ
の 

こ
と
は
、
政
府
活
動
に
よ
る
利
益
に
差
異
が
あ
：る
こ
i
を
考
慮
す
る
場
合
犯
.お

い

て

も

当

て

は

ま

る

。
，
租

税

の

分

配

の

.基

準

と

し

て

能

力

原

則

の 

1;

般
的
な
定
式
化
.は
.
、
.当
該
政
府
支
出
迄
ホ
け
る
主
観
的
利
益
ヒ
.対

応

じ

て

い

_る

割

食

で

入

民

の

経

済

的

能

力

に

従

：
つ
て

 
一

proportion 

to the... citizen-s .econosic. ability as_ .corresponds. .
t

.°.their .(subjective

'/'interest)：.

分
配
さ
れ
る
と
.い
ぅ
と.と
で
あ
.る
と
、，
ぅ

。

こ
こ

で

リ

ン
ダ
.

1
ル
'は

能

力

説

に

関

す

る

ミ

ュ
：
ル
ダ
：
丨
ル
.
.の
解
釈
.と
.の
相
違
を
指
摘
す
る
.;
°
.

ミ

：
ュ
、

ル
：ダ

ー

：
ル
：
は

能

力

原

則

そ

の

も

の

は

、
' 利
益 

ま
た
は
費
用
は
評
価
に
入
れ
な
い(should not c

o
u
n
t
)

と
1
K5-
に
ほ
か
な
ら
な
い
.と
：解
釈
し
'て
.い
る
：

(

前
記
、
英
訳
版p. 

1
6
3
)

の
に
対
し
て
、
 

リ
.ン
.ダ
ー
■ル
は
自
分
は
全
く
反
対
の
意
見
で
，あ
る
と
い
う
。
能
力
原
則
.の
本
質
^ '
^'
^ '
心
.は
、
そ

の

な

部

面

に

見

ら

る

ベ

き

で

あ

る

丨
す
な
わ
ち
.能
力
原
只
は
租
税
の
分
配
を
規
定
す
る
が
、
そ
の
租
税
の
分
配
は
政
府
支
出
が
主
観
的
利
益
を
生
ず
る
場
合
に
お
げ
る
称
を

^'
勝 

の
適
用
の
結
果
ど
3
て
生
ず
る
も
か
で
あ
る
と
い$

。

. 

' 

'
:

ン
^
-:,

-
.多
数
派
が
公
正
介
課
税
で
き
と
考
え
る
場
合
に
も
，
少
数
派
に
は
不
公
正
な
強
制
的
な
課
税
墓
る
ど
考
え
ら
.れ
る
こ
と
が
あ
.ろ
う
.
.
'

(

但

し

、 

多

霞

も

蒙

派

.も
i

の
財
産
：の
分
配
を
承
認
し
得
る
も
の
ど
同
意
し
て
い

f

.仮
定
_
て)

r
;書
派
は
特
定
め
叙
府
活
動
に
関
し
^
^
い
く
つ
か
の
選 

択
的
な
方
法
に
つ
V
て
逃
定
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
多
数
派
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
ゆ
異
な
る
方
法
で
選
択
が
行
わ
れ
た
は

ず
 

で
あ
る
と
考
き
で
あ
ろ
う
。，
こ
の
こ
と
は
課
税
か
麗
に
対
す
る
少
数
党
の
決
定
に
影
響
す
る
。..ぎ

の

経

費

を

要

す

る

国

防

施

設

ィ(

例
ぇ
ば
原
子
ヵ
兵
.器

梦

)

を
設
置
ず
；れ
.ば
'
;少
数
党
は
原
规
と
じ
で
賛
？
 

に
重
税 

の

支

払

を

.
強

制

さ

れ

'

る
こ
と
に
満

足

す

る

は

ず
も

な

い

。：

V

ま

塵

択

の

方

法

：慶

j
起

が

と
.

少

数

^

は

当

該

政

府

活

動

に

お

け

る

現

 

.
実

め

利

益

が

ぐ

务

数

党

が

そ

れ

を

課

税

の

蕋

礎

と

す

：老

と

：が

正

当

‘で

*

る

：

ど
考

え

：

て
い
る
標

準

的

利

益.(
s

t
a

n
d

a
r

d
.

b
e

l
)、

ほ

ど

に

大

き

い

利

 

益

.

.で

は

な

V

ど

レ

う

理

由

で

，
そ

れ

よ

り

も

低

ー

い

支

出

水

準

を

望

，む

こ

と

.% -
;

全

< ^

,ぢ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
.し
-ま
.た
少
数
党
が
、
或
る
領
域 

亿

お

け

る

支

出

に

つ

I

で

は
.參

数

党

が
^
定
ず
る
よ
り
%■
高

'
い

水

準

で

あ

？ )
;

こ
ど
ぞ

望

轉

こ

と

も
.お
こ
'り
得

る

。

ま

た

少

数

党

.

は
多

数

党

が

平

 

義

牲

の

原

只

の

適

用

に

奴

い

S

向

が

遞

こ

と

：を

見

.
る

.

.爆

合

も

あ

ろ

う

.
。

w

^

^

X

-

^
^
^
^
^

3
X
-

，と
ゎ
て
平
等
犠
牲
を
生
ず
を
こ
ど
に
な
.る
：が
^
''
客
観
的
に
決
定
^
る

こ

と

は

：
で
：
ぎ

な

^
。
：
だ
だ
、
薇
算
的
な
測
定
を
行
い
得
る
だ
け
で
、
そ

% 

患

般

'に
が

：
な

ル

に

；幅

0
族

い

限

界

内,
変
動
す
る
と
へ
い
：：う

'
^
 ̂

:
'
一
と 

‘
座
.の
么
2-
な

分
«
に

関

し
.て
諸

政

党

の

間̂
意

見

の

へ

柏

違

が

「

な
ー
い£:
あ
#
«-
-
:
©ず
る
»:
合

1̂
: 

f
税
問
题
を
す
ベ
て
の
人
が
公
正
で
あ
る
と
考
え
る
よ
ヶ
に
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

-
で
.リ
ン
ダ
！
ル
ば
、多
数
党
が

.
 

修
正
さ
れ
た
利
益
原
則(

m
o
l
d

 b
i
t

 p
i
p
l
e
)
.
.
l

っ
て
課
税
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
少
数
党
が
賛
成
し
な
い
の
は
、
称

囊

胁

ト

ぼ
 

体
に
反
樹
ず

.̂

よ

.^
:
‘̂

_

ろ

ー

利

蒙

則

：蓮

职

：

少

数

党

は

政

守

.

.へ

.

.租
税
利
益
説
に
：関

す

る

問

題

へ

:

.一

.
:
.
一

 
三

：
，

(

ふ
、
几
セ

)

..
'



一.
：

.

’ 

.

.

•
■

.一
四
.
.

(

六
九
八) 

支
也
の
：大
部
分
は
、0
能
カ
原
則
あ
る
4
:は

平

等

犠

牲

原

則

に

従

：っ
七
：分

配

を

れ

石

課

税

に

よ

：
っ

^:
、
^

う

こ

：と

に.は
同
意
す
^
で
：あ
f

。
'課
税
め
.分
配
に
対
す
を
そ
の
反
対
は
、
.多

数

党

に

よ

っ

て

こ

の

原

則

が

い

か

：よ

^:
に

適

电さ
れ
て
い
る
か
と

■ 

• - - 

.

.

.

.

.

.

 

. 

'■ 

- 

>
. 

*

い
う
こ
と
に
関
し
て
.い
る
。

, ^
る
場
合
に
は
>
.恐
ら
く
少
数
党
が
最
も
強
ぐ
反
対
し
て
1'
る
の
は
課
税
の
分
配
に
；つ
い
て
で
は
な
く
て
、
課
税
の

量

額

と

；そ

の

祖

税

収

入

©.
:使
途
で
：あ
る
と
；と
も
あ
ろ
う
;0
少
数
党
が
政
権
を
掌
握
し
.た
場
合
に—

前
記
の
諸
仮
定
を
認
め
れ
ば
ー
ま
ず
最
初
に
は
、

:政
府
支
出
：の
方
向
と
額
^
に

変

更

を

加

：え

よ
5'
:
と

し

、
：
：
課

税

の

分

配

に

修

正

：を

加

え

る

こ

ぬ

^

と
が
あ
•ろ
う
。'
.

(

換
言
す
れ
ば
、
'そ
：
の

政

権

を

得

た

少

数

党

.は
、
シ*
準

的

な
,-
'
利

益
^
01
-
忒
&

气

衾

利
益
原

則」

，
か

ら

出

発

し

て

い

る

と

「
と

：に.な

な

但

レ

、
：そ

：

.の
原
則
の
適
麻
に
お
い
て
は
、
以
前
.の
多
数
党
の
^
合
と
ぱ
相
違
す
る
.で
あ
'ろ
う
。

.

こ
れ
ら
が
：リ
X

ダ
ー
ル
が
約
四
十
年
前
に
ド
.ク
ト
ル
論
文
^ .

提
示
し
た
利
益
原
則
の
解
釈
0 .

主
要
特
徴
で
あ
0

て
、：.現
在
で
も
な
お
政
治
的
適 

応

性

(
p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

r
e

l
e

l
e

)

を
持
.
づ
て
い
る
と
：考
え
允
い
る
。
.
リ
ン
ダ
1

ル
の
立
場
は
、
..
'
.
:ゥ
ィ
，ク
ゼ
ル
が
い
う
泡
対
多
数
を
f

 

i

s

s

 

の
：要
伴
は
実
際
的
：で
あ
を
と
は
ー
?

又
な
い
が
'
ら

：
そ

れ

；を

捨

て

る

が

^

す

；な

が

：ち

修

正

し

て

い

る

が

)

う
な
故
利
益
裒
則
を
堅
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も

.

 

— .

 

-
■

 ■

 -

 ■

 

'
'

 ■

 .

 

-

 ■

 

*

, 

.

.

I

.

.-L
、

課
税
に
一
関
す
る
.決
定
が
単
純
多
数
.(simple:, majority) ；

.^(

よ
：
っ

て

行̂
れ
るAT

仮
矩
す
る
：場
合
に
は
、
：
間

1
は
ゥ
：

—

.グ
ゼ
：W
の
_
合
と
末 

.'興
な
..ヴ
た

も

の

匕

な

る

’

尤

ず

ぺ

公

正

な

課

税

め

意

味

^

つ
い
で
の
多
数
派
の
概
念
を
明
ら
私
に
ず
る
こ
と
が
課
題
に
な
る
。
も

し

、

多
数
免
が 

既
存
の
財
産
分
配
を
尊
重
1.
よ
う
と
し
て
い
る
ど
仮
泡
す
る
' な
ら
ば
、
こ
y」

.に
述
べ
た
よ
}
な
.「

修
正
；さ
れ
た
利
益
原
則
こ
，よ
る
課
税」

は
こ
の 

.公
正
な
課
税
の
.概

念

と

異

な

ら

な

：い

(

で
あ
ろ
：5;
。
:

-.'
:
:
ゾ

リ
ン
ダ
ー
ル
の
修
正
ざ
れ
た
.利
益
.原
則
：と
：い
.̂'
解
釈
の
仕
方
は
、
少

證

；に
関
す
る
限
り
：で
は
::
:「

利

益

に

よ

る

諌

^
い
う
に
は
適
当
で
 ̂

い
と
い
，う
反
対
論
も
あ
み
うー

そ
め
方
法
.で
は
少
数
者
が
政
府
サ
ー
^
ィ
ス
^
 

と
比
較
し
，て
、
 

そ
の
利
益
4
り

も

高

い

廉

税

を

負

担

さ

：
せ

ら

，れ

る

場

合

が

.あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
政
府
活
動
の
確
定
し
得
る
客
観
的
利
益
を
基
礎
と 

す
る
課
税
を
_

#

:る
場
合
を
除
ぃ
て
、
'課
税
が
支
払
能
カ
に
従
っ
て
：分
配
#
れ
る
ど
ぃ
5:
'
方
が
全
体
ゅ
課
税
計
画
を
表
示
す
る
に
当
っ
て
、
r

り
良
い
も
の
に
な
り
' 
ま
た
簡
明
に
も
な
ろ
う
と
云
う
で
本
ろ
$

リ
ン
；て

^
^

第
一
に
は
.
課
税
め
支
払
能
力
原
則(

I

t
音

p
a
s

へpi
p
l
e
>

 :

は

 ̂

い

て

は

何

も

云

っ

.
て

、
 

な
い
。
も
し
、
.課
税
計
画
が
完
全
な
も
の
疋
あ
ろ
i

す
る
な
ら
ば
、〉

能
力
原
則
は
、：

何
等
か
.の
方
法
で
、：利
益
原
則
と
調
和
統
合
.

I

I 

w
i
®

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
め
こ
と
は
、
能
力
原
則
I

星

税

の

瀣

志

う
 

効
用
を
人
民
が
主
観
的
に
し
か
評
価
し
：：

(

V

I

ソ
得
な
：い
す
べ
I

場
合
に
：つ
^
^
^

て
最
も
，簡
単
丨

f
ん

う

る

こ

の

解

釈

の

仕

方

は

.課
税
計
画
に
統
4
性
を
与
ぇ
、

能
カ
原
則
ま
た
は
平
等
犠
牲
原
則
に
合
理
的
根
拠 

(

l

i

u

s

t

f
 

ion)
：

を
提
供
す
る
.こ
と
.に
な
る
。
：自

.

.
な

要

求

か

ら

ひ

き

出

そ

-:
5

と
す
る
試
み
は
|》

|
駆
の
見
地
か
ら
し
て
満
足
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
.
，

第
一
一
に
は
、「

標
準
利
益」

：(

i

l
 

l
患

.を
基
礎
と
す
る
少
数
党
の
強
制
的課
税
と
..、
：
財

策

の

分

配

を
.P
ト
し
.な
け
れ
、I

ら

な

い

と

 

い
う
襄

を

籠

と

す

る

強
制
的
課
税
と
の
間
に
は
、
明
確
な
相
違
が

I

。

前

者

の

場

合

に

.つ

芒

課

税(

S

I
 welfare t

l
i
o
n
)

と
篇
す
る
た
め
に
、.T

利
益
に
よ
る
課
税」

(taxation 

i

r

l
 

t
o 

b
e
l
)

，
と

い

う

こ

と

ば

を

用

い

る

こ

と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
い
る
。

■ 

- 

• 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

リ
ン
タ
丨
ル
の
こ
の
論
文
の
最
後
の
部
分
は
、

0

0

1

1 

B
e

l

 

&
 

S

I
 

W
e
l
f
a
r
e

 T
a
x
a
t
i
o
n

と
い
う
節
に
な
っ
て
'い
る
。
リ
ン
ダ 

丨
ル
が
い
う「m

i
e
d

 

b
e
l

 

I
c
i
p
l
e

 

b
f 

taxation
」

は
、.
諸
政
党
が
課
税
を
財
産
の
分
配
を
證
す
る
手
段
と
し
て
利
用
し
な
い
場
合 

を
仮
定
し
て
い
る
が
''M

の
仮
_

現

実

的

な

仮

定

で

な

い

こ
：：

と

は

認

め

て

い

る
0
,現
実
の
事
実
と
し
て
は
、
そ
れ
と
は
逆
の
仮
定
丨
諸
政
党
お 

よ
び
社
会
諸
階
級
は
常
に
課
税
お
よ
び
他
の
政
治
的
擊
段
を
利
用
し
て
、
財
産
の
分
配
を
自
己
に
有
利
；な
方
向
に
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
と
い 

う
仮
定
の
方
力
.
屋
世
界
に
お
け
る
事
情
に

.よ
く
合
っ
て
い
る
と
云
I

う
。
：こ
の

-
i

或

る

.一

国

の

變

の

課

税

の

分

配

は

政

治

的

勢
 

力
の
分
配
力
持
っ
て
V
る

一

つ

の

繼

的

な

関

係

の

結

果

^

^
 

I

f
 
- 

^

i 

0

て
示
さ
れ
よ
う
。
こ
の 

租
税
利
益
説
に
関
す
る
問
題
.

一
五(

六
九
九)



':
:
■
':
. 

r

:
:■
ぐ
ん
:
"
,
'
.
:
一
 

パ

.

.
:■.,

へ
'

:
:.

::
,:

-*
六
:
U 

(

七
〇
〇)

.

之
岑
は
多
g

国

，々
.
お
：い
て
得
ち
权
洛 

.
 

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
.に
し
て
い
る
と
い
う(pp. 

100
丨19) ，

そ
の
歴
史
^

実̂
と
そ
の
意
味
の
解
説
は
と
こ
で
は
省
略
す
る
が(

そ
れ
は
リ
ン
ダー

 

ル
の
利
益
説
の
莲
本
観
念
に
関
す
る
こ
と

が

少
い
し
，
，ま
た
既
に
本
稿
が
予
定
よ
り
余
り
に
，長
く
な
っ

た
た
め
で
も
あ

る)

、
‘リ
ン
ダー

ル
は
租
税
構
造
の
内 

：

で
社
会
厚
生
的
課
税
：の
部
分
が
著
し
X

^

K-$
れ
戈
い
る
場
合
に
あ
.-
て

:^
シ
な
枳
そ
0
場
ム
£

も
、.，
こ
"の
社
会
摩
生
的
課
税
に
よ
っ
て
齡K
さ 

れ
た
財
産
分
配
を
、
利
益
によ
る
課
税
に
つ
‘い
て
の
■蓮
礎
，と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
す
る

(P,: 23)。

.:

-■
,
嗎

リ

：
x

め
ー
ル
の
.̂租 

V
.

...
:

.
.

~

...ン.

..
ノ
；

: 

• 

- 

.. 

*

リ
ン
.ダ
ー
ル
が
.：
ナ

九

五

九

年

に

発

表

私

た

租

税

原

則

論

=

1
原

則

：に

よ

る

課

税
.の
基
*;
的
解
釈
.に
.つ
い
て
述
べ
た
が
、
.既
に
リ
ン
ダ
ー
ル
の 

|

を̂
知

;0
て
お
ら
れ
る
沢
々
«

;.
'
そ
の
租
税
利
益
説
：は
塞
本
的
に
は
約
四
十
年
前
：の
解
釈
と
爽
；な
る
ど
こ
ろ
が
な
.い
で
は
な
い
か
と
丢
わ
れ
る 

.か
も
知
れ
な
'い
~
^
-こ
：
の

新

し

く

発

表
.さ
れ
た
論
文
に
；.い
^'
な
る
意
義
を
認
め
务
の
が
.と
，云
わ
れ
る
が
も
^
れ
な
い
。
：そ
の
問
に
対
し
て
私
は
、
 

粗
税
利
益
説
の
代
表
的
形
態
と
し
'て
の
リ
ン
ダ
ー
ル
の
解
釈
は
> 
ー
九
五
.
0年
代
末
め
段
階
に
お
い
て
も
、
な
お
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
も
の 

で
.
-あ

0
た
こ
.と
を
示
す
ご
と
'だ
け
で
も
、
財
政
学
に
お
け
る
重
要
な
資
料
と
し
て
の
意
味
を
持
っV

い
る
と
'答
，え
た
い
。
：そ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
、
 

こ
の
数
年
間
の
I

I

究
課
題
と
し
て
い
る
財
政
学
の
前
進
拠
I

.-
■

.こ
こ
に
若
干
の
疑
問
、
或
は
.む

-1
>
ろ
若
于
の
感
想
：(

極
め
て
素
朴
な
疑
問
を
含
む
感
想)

.を
記
じ
て
置
く
。

. 

. 

1
:'
:
:
.
 

. 

.

.

.

. 

.
:
:

.
.

リ
ン
ダ
丨
.ル
め
こ
の
論
文
に
も「

既
存
の
財
庫
の
分
配
を
公
正
で
あ
る
ー
と
認
め
る
と
仮
定
す
れ
ば
：：
：
，.

」

：
と
い
う
章
句
が
た
び
た
び
現
わ
れ
て 

い
る
。
こ
れ
は
リ
：ン
ダ
ー
ル
が
彼
め
多
く
办
先
人
に
な
ら
っ
て
、
財
.產
の
公
正
：な
分
配
£
:い
テ
こ
.と
を
、
公
正
な
諌
税
の
原
則
を
研
究
す
る
出
発

点
と
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
：
乙
の
章
句
は
.「

既
存
.の
所
得
お
よ
：び
財
産
.の
.分
配
が
公
正
セ
あ
る
ど
認
め
：る
.と
彼
定
す
れ
ば
.

…
」

と
い
う
意
味
に

. 

.

•

•解
じ
て
ょ
ぃ
で
ぁ
ろ
ぅ
と
思
}

?
近
代
の
租
税
の
主
要
な
税
源
は
、
所
得
で
あ
っ
て
財
産
.で
は
な
い
。：：
.し
か
し
、、
所
得
お
よ
び
財
産
の
分
配
と
解

し
て
もV

:

利
益
原
則
に
よ

る

課
税
の
解
釈
の
莶
本
的
.な

意
味
が

■

な

わ

れ

る

こ

と

に

は

な

ら

な

い

.
で

あ

ろ

う

9
.

,
:
リ

ン

ダ

ー

ル

の

解

釈

に

お

.1
>

て
は
、
政
府
活
動
に
よ
0
て
受
け
る
国
民
各
個
人
の
限
界
効
用
：と
限
界
犠
牲
と
の
比
較
は
可

能

で

あ

る

i

し
た 

が
っ
て
、
限
界
純
効
用
の
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

\

，
し

か

も

、.,
:
.リ
ン
ダ
丨
ル
は
、
、
、

4

 
.ル
ダ
I
,ル
の
批
判
に
間
連
し
て
云
.っ'て
い
る
よ
う
に
、
政
府
舌 

.
動
に
よ
っ
て
個
人
の
集
団
で
あ
る
社
会
全
体
と
し
て
ー1

国
全
体
と
‘し
て
.
.生
ず
，る
：̂
効
用
，成
&
犠
牲

_

と
の
比
較
は
で
き
な
い
。

■I
た
が
っ
て
総
体
的
な
純
効
用
は
計
量
す
る
とA

J

は
で
き
な
一
い
と
.い
^s 

.

(

本
稿
叭〜

九
頁
参
照)

：。

)

.常
に
必
ず
各
個
入
に
つ
い
て
はi

# '
効

用

を

計
 

量
て
き
る
が
、
'社
会
全
体
と
し
.て
の
総
効
用
は
計
量
で
き
な
い
.と
.い
.え
る
.で
あ
ろ
j
か

。
：：
私

は'm
税

収

入

の

増

加

に

よ

る

政

府

支

出

：の

増

加

が

い 

'
か
な
る
内
容
の
も
め
で
あ
0そ
本

、
.そ
の
限
界
渤
用
は
計
量
可
能
で
あ
る
の
に
、
*^
の
獵
効
用
姓
計
量
不
可
能
で
あ
釦
ど
：は
>
.
理
論
的
に
も
云
い 

得
.な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
U

V

K

.

•
■■
:ヒ
ッ(

ク
ス
は
:'..:(mcks,::plc,Finance' 1955,, 
.
P
.CO
6
4
.
ィ
巽：：ir

肥
後
教
授
訳
ニ
；
八
ニ
頁
参
照

)

、

可

分

的

経

費 
(divlslbie. be

意

t;.

を
-#
出
し
提
供
寸
る
経
'8
.に
.は
|、
貨
幣
授
与
，

(mo .

ロ ey ： g
r
!
)

 

. Q

形
態
の
ル
^
ぎ

^
か
ァ
⑴ 

'か
に
、
M 4
Rli
l
t#!
3
i5
V'
T
う
形
態Q

 

■■:

可

分

的

経

費

が

暴

る

と

い

う

(

そ

表

は

財

貨

給
付
と
用
疫
始
付
の
：い

^
れ
か
、
：
.ま
た

ほ

そ©.
.結
合

胗

態.で
あ

急^

—* 

部

分

に

つ

い

；
て

は

.'
:
:
'
'
.
限

界

効

用

に

つ

い

て

,

%総
効
用
^

.

■

リ
>
ダ
ー
ル
^
よ

今

飞

代

表

さ

；
れ

る

租

税

利

益

説

：
は

;.
'

『

租
税
丨
支
か
：の
限̂

果
..に

関

連

ず

る

 

(

ま

た

.
は減

少

の

)

. 

限

界f

果M

関
塞

主

観

的ま
た

は

客

観

的

な̂

^
か

と

、
：、
家

の

：
増

加

^

|

政
府
活
動
に
め

る
於
^

|齋
に
_
す
る
,

1
|
を
比
較
計 

量
し
て

-1
る

し

た

が

っ

て

そ

れ

ち

，の
限
，界
効
果
の
計

1:
が
そ
.れ
，ぞ
れ
可
能
で

«>
る
こ
と

を
少
く
と
.も
暗
黙
に
認
め
て
い
る
こと
.に
な
る
。

.

«
税
収
入
の

鴻

ヵ

に

よ

る
限
界
犠
牲
を
計
量
し

よ

-.
-

5

^す
れ
>

0〈

ま
，％
租
税
.の
：限
界
効
果
を
探
求
せ
ね
ば
な
ら
.な
い
.。.
組
税
帰
着
の
問
題
が
明 

確
忆
さ
れ
な
け
：れ

ば
::
'

粗
税
0

限
界
効

果
- :.

%

—

し

：た

が

:0
て
限
界
犠
撤
$

生

転

嫁

着

.の
研
究
が
：v

現
代
の
財
政
学
^

ー：九
五
0
年
代
末
の
段
階
に
お
け
石
粗
税
転
嫁
帰
着
論
の
混
. 

.迷
状
態
は
、
.；ォ
.少
：ト
オ

‘：メ
ー
リ
ン〜

「

.處

叢

嫁

#
ユ
び
痛
着
め
^

租
税
利
益
.説
に

関

す

る

：問

題

'

. 

:
: 〉 

. 

一

七(

匕
〇
ー)

し】



' 

:

•

. 

一
八

(

七
〇
ニ)

'
.の
»
文
ず
ま
；た
:-
<

ス
ダ
レ
：レ
ブ
の
.:
-
:
'
'

「

財
^

丨
リ
ン
グ
は「

部
分
均
衡
に
よ
る
接
近
方
法
は
、
疑
ぅ
余
地
の
な
い
欠
陥
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず…

」

，
と
云
0
て
い
る
：滚
文
参
照)

。'

た
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る」

と
い
ぅ
。
し
か
し「

.

わ
れ
わ
れ
が
な
し
得
る
こ
.

と
は
、
せ
い
ぜ
い
、.•

最
初
め
分
配
状
態
と
そ
の
後
：
.

の

I

定
時
点
に 

お
け
る
ぞ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
£:

で
.

あ
各
：.，.
：'.

5
*;
こ
の
解

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

*!
■

.
•
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

•
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

-、.
.
.
.
.
.
.
.
，
.
.
.
. 

.，

釈
で
は
、
：利
益
説
が
云.ぅ
耝
税
の
腺
界
犠
胜
么
政
府
支
出
の_
界
効
用
0
比

較

は

セ

き

な
>̂
^

夹

.
-
.
. 

'■
;■:
.ヘ
ン.,
.
-
■
.
.
.
.

 

.
Vパ
.

:
■
:
■
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;
•■
,
.■
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-
'■•
:
'
.
.
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'
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■ 

/

刺
益
説
と
と
も
に
、.

'

現
段
階
'に
お
け
る
粗
税
顧
嫁
帰
着
論
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

既
に
畏
き
に
失
し
た
の
_

で
次
の
機
肩
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。)

.
:''
'
'
.
租
税
収
入
の
増
加
分
：の
：限
界
犠
牲>:
此
較
ず
る
：憲
活
勲
の
眼
界
効
用.は
：1:
'(

財
政
学
の
、問
禪
厶
し
^
、
^̂
^

に

提

供

さ

れ

る

利

益

：の

限

界

効

用

を

意

味

し

：
て
：
い
る
：が

、

そ

の

利

益

ば

資

金

を

処

分

し

て

財

貨

•

用
役
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
'っ.
て

(

そ
の
有
効
. 

*

要

効

果

に

お

い
' 5
.'
.提
供
さ
れ
る
利
益
.で
あ

ろ

ぅ

：か

。
.そ

れ
^

、̂

資

金
•
財

貨*

用

役

：の

他

分

に

.よ
っ
て
作
出
さ
れ
提
供
さ
れ
る
国
家
.(

公
共)

;

給

付——

貨

幣

給

付'
用

役

給

付‘命

貨

給

付

の

形

態

め

：利

益

：を

意

味

^ '

る
の
%
あ
.ろ
1
か
。：.：.そ
0

:
の 

所
得 

移
麻
お
よ
び
支
出
移
転
と
：い
う
形
態
で
、
そ
の
刺
益
が
可
分
的
で
あ
っ
て
、
そ
の

5-
ち
に
は
個
人
に
つ
い
て'限

界

効

用

が

主

観

的

ま

た

.
は
客
観
的 

t
計
量
可
能
で
あ
：る
も
の
も
あ
：る
。：
'不
可
分
的
な
経
費
に

〖

つ
v>
て
.は
、
_

民
：各

個

人

は

：そ

の

限

界

利

益

|:
;
限
界
効
用
.を
計
量
じ
得
な
い
。.:
'ま
た
、

そ
&

の
利
益
が
不
I

で
あ
る
と
い
.

I
と
は
>

1
 

丨
ル
が
云
，「

葉
的
ま
た
は
標
準
的
|

>

と
いI

念

杏
^̂
^

リ
ン
ダ
ー
ル
に
.

お
い
て
ば
ゾ
公
正
办
課
税
と
財
産
の
炎
正
な
分
配
の
概
念
の
間
の
関
係
’
へ
何
が
公
正
ヤ
あ
る
が
の
観
念
は
政
治
的
な
価
値
判
断 

の

問

題

で

あ

る

が

一

一

そ

：の

関

係

.

は

料

学

的

分

析

：の

主

題

と

：な

し

：
得

る

：と
：
い

ぅ

 

<

 

本

稿

ニ

頁

参

照

)

::
°

そ
の
瘍
合
に
、,;
そ
：の
関
係
を
持
ち
得
る
こ
と 

に
.

な
る
媒
体
と
し
て
ぃ
る
, 4
の
は
、
投
票
の
.

機
構
で
あ
る
。ハ
政
觉
は
租
税
支
出
の
限
界
効
果
i

そ
の
限
界
犠
牲
と
限
界
利
益—

限
界
効
用
に
対

す
る
人
民
各
個
人
の
.主
観
的
価
値
判
断
を
常
に
疋
し
く
代
表
し
て
い
る
も
.の
.と
仮
定
し
て
；'い
る
。
い
ず
れ
の
理
論
も

、

そ
れ
ぞ
れ
.の
前
提
条
件
と 

し
て
何
等
か
の
仮
定
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
'私
も
認
处
る
。
し
か
し
：、
そ
の
仮
定
は
い
か
■な
^
吟
味
を
も
拒
否
し
て
、
そ
の
理
論
の
仮
定
は
常
に 

妥
当
で
あ
り
、
：そ
の
理
論
は
常
に
：正
し
い
と
耷
う
こ
ど
：は
で
き
'な
い
。：

こ
の
，場
合
も

そ
の
. ー_例
に
な
ろ
う
。：「

租
税—
支
出」

の
限
界
効
果—

限 

界
犠
牲
と
限
界
効
用
に
：対
す
る
人
民
各
自
.の
判
断
は
、
常
に
投
票
を
通

.1
:
.て
、
:'
锻
党

'

(

多
数
.党
と
少
数
党)

.：
に
そ
の
ま
ま
に
正
し
ぐ
代
表
さ
れ
て
、
 

「

祖
税—

支
出」

の
.規

模

と

内

容

の

決

定

に

：
常

.に

必

ず

現

わ

れ

^
と

い

う

一.般
^

^
保

証

は.な
W
。:

:
.マ

〔

ス
ノ
グ
：
レ

ー

ブ

：
に

お

い

て

も

、
.財
政

の

政

治 

:的

側

面

の

分

析

ば

単

に

投

票

の

機

構

の

分

析

の

み

に

，終

っ

.
て

い

る

こ

と

は

■(

木
下
教
授
序
文
四
頁)

、
：.し

ば

し

ば

厚

生

経

済

学

的

立

場

.に

あ

る

諸

学 

者
の
著
作
に
み
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
弱
点
で
あ
る
と
思
う
：。

:

:

.

-
九 
一ノ
〇
年
代
始
姒
に
?|
行
さ
れ
た
^'
が
国
の
則

-^
学
書
に
'お
け

る

例

：と

し

て

、
：
井

藤

年

弥

博

士

^-「

財
政
学
総
論」

(

ニ
九f

ハ
ー
、
一
年

)

.
と
、
0 

恭
彦
博
士
の「

財
政
学
概
論」

' (

一
九
六
='
年)

.に

.お
け
る
結
論
的
な
章
句
を
参
--
#
の
た
.め
'に
引
用
す
る
:(

詳
し
く
は
両
書
，を
参
照
さ
れ
た
い)

。

井
藤
博
士
は「

給
付
能
力
課
税
を
和
益
原
則
の
一
方
面
ど
解
す
る
の
は
強
弁
で
あ
るJ

。

ま

た

「

リ
ン
ダ
'丨
ル
.
.の
学
説
に
限
ら
ず
、
' ■一
 

般
に
個 

人
主
義
f
益
説
は
;
強
制
問
題
で
常
に
破
旋
す
る」

と
'
.い
う(

財
政
^
-総
論
、
ニ
七
-*
.丄
.一
一
頁
参
照)

0
:島
博
士
.は
：「

応
益
説
は
死
滅
し
た
わ
け
で
は 

な
V

…
…

現
代
て
は
お
そ
ら
く
、
政
府
ば
.か
く
が
く
の
利
益
.を
：与
え
.て
い
る
か
：ら
課
税
の
：根
拠
あ
り
と
ず
る
.課
税
当
局
者
の
論
理
と
し
て
生
き
残 

っ
て
い
る
：
.：」

と
.云
う
：

(

財
政
学
概
論
、
^

ニ〜

三
：頁
参
©
ノ

'.
ズ

租
税
利
益
説
.

=

応
益
説
が
、
現
在
發
階
に
お
い
て
生
き
残
ヴ
う
か
と
す
れ
，ば
.，
そ
れ
は
主
と
.1.
て

或

は

殆

ど

全

く

、

租

税

の

極

め

て

.

か

如 

な
根
拠
ど
し
て
の
意
味
に
お
げ
る
限
^V

で
あ
る
ど
私
は
考
先
て
い
'る
。(

課
税
の
根
#
と
1;
て
、
，
少

し

で

も

具

体

性

を

持

ち

^'
か

場

合

を

g
め
て 

寛
大
な
態
度
.で)

求
め
：る
ど
す
れ
ば
、パ
そ
れ
は
租
税
.の
う
ち
で
:；
'
目

的

税(

ぞ
の
粗
税
収
入
の
使
途
が
或
る
目
的
に
限
定
さ
れ
て
い
备
も
の)

..の
場
合
で
あ 

る
.が
、
そ
の
場

合y

も
、：

そ
.の
；目
的
税
収
入
の
処
分
が
可
分
的
経

費

に充
尤
ら
れ
、〈

レ
鼻
1
そ
.の
可
分
时
経
費
,
ょ

る

利

益

が

、
：
そ

れ

ぞ

れ

.の

個
. 

人
に
帰
厲
す
る
量
額
を
測
矩
^
得
.石
特
殊
な
場
合
め
中
に
限
ら
.れ
る
。''.
.

(

手
数
料
：‘
使

用

稗

だ

た

故

受

溢

者

食

姐

金

：な

ど

比

、

.敝
11
1
な
意

味

で

.は
租
税
で
は 

租
税
利
,

に
関
す
る 
I

1

1

-
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ニ
.〇
パ(

七
0
四)

な
.い

が

ぢ

ミ

こ

：で
.ば
：除&
れ

|

4

の̂
.取
入
お
ょ
び
.前
記
：の
特
殊
の
場
合
を
除
い
た
目
的
税
に
.つ
い
て
は
> 
課
税
の
具
体
性
あ
る
稂
拠
t
は
な
り 

得
な
.い
。，.
%
れ
ら
o.
租

税

収

入

：を

想

分
u
、
u
ま
た
財
览
：，
用
役
を
調
達
し
処
分
し
てー

そ
办
ら
の
財
政
活
動
を
通
じ
て
利
益
：が
提
供
さ
れ
る
場
合

に
も
:'
.そ
め
利
益
ば
個
.々
'人
の
祖
税
の
支
払
ぬ
よ
'
犠
牲
ハ(

そ
の
：利
益
の
.限
界
効
用
と
.限
界

霸)

：
と
ッ
は
^̂ 

っ

.

.

.

.
 

.
.
.

 

- 

. 

.

'て
'
>租
税
負
担
分
配
の(
何
等
か
の
.具
体
性
め
あ
る
基
«:
と(

は
な
り
得
な
^-
¥

ぐ
具
体
性
を
持
た
な
い
|

全
く
抽
象
的
な
基
準

■¥
た
は
尺
度) 

と
い
ぅ
と
_ど
は
、
へ
租
税
貴
担
分
配
の
：基
準
と
：し
て
の
意
昧
を
持
た
な
い
：と
と

^
な

ろ

ぅ°'
:
を

リ

ン

ダ—

ル
_
.は
こ

の

論

文

で

：も

、

':
能

カ

原

胁

ぱ

利

益

原

則

：に

'ょ
る

課

税

：の

本

質

的

部

分

で

あ

：る

ー

ー

要

素

.で
あ

る

ー

ま.た
は

利

.益

原

則

の

一

つ

の 

の
結
果
で
あ
る
と
い
っ
て
ぃ
各
。.
.し
加
し
そ
の
明
確
な
証
明
は
な
い
。
' 例
ぇ

ば「

政
府
支
出
に
お
け
る
主
観
的
利
益
：に
対
応
し
て
い
る
割
合 

'で
人
民
の
経
済
的
能
カ
に
従
.
.っ：：て

分

配

さ

れ

る
.：
|_
-

I
一
一
ー
員#
11)

\と
茇
っ
：て
.い
る
場
合
ビ
も
、
，
そ
.の
主
観
的
利
益
と
経
済
的
能
カ
と
を
連 

^

せ
る
過
程—

ま
た
.は
媒
介
過
程
が
提
示
き
れ
て
い
な
い
.。
.
'そ
の
過
程
釔
説
明
じ
な
け
れ
ば
論
理
の
飛
躍
に
な
る
。
そ
れ
は
井
藤
1#
±
に

i 

弁
.で
あ
る」

と

云
わ
れ
る
結
果
，に
も
_な
：
る

。
.

.ま
^

「
そ
か
場
合
に
は
‘
強
制
的
貢
納
で
は
.な
く
.て
自
発
的
貢
納
で
あ
る
.
.
•
.

」

と
い
ぅ(

九
頁
参
照)

。

か
発
的
丨
交
換
0
:理
論((

於
g'
も
、
'.
そ
の
11
論
が
前
提
と
へ
し

(
て
い
る
仮
定
|

リ
ゾ
ダ)

丨

ル

が

;-
1そ
の
場
合
に
は
'-
-
と
い
っ
..て

い

る

於

定

の

内

, 

. 

. 

.

.

.

容
を
吟
味
す
れ
ば
、
そ
：の
仮
楚
が
非
現
実
的
で
.あ
石(

ま
た
誤
っ
て
も
い
る)

。
' し
：た

が

：
っ
，
て

、

そ

の

理

論

.は

現

実

性

あ

り

実

践

的

指

導

性

あ

る

政

策 

_理
論
と
し
て
の
資
格
を
持
た
な
い
こ
と
^
な
る

'0
私

は

「

自
発
的
で
あ
る
か
|_
、：'

「

強

潔

で

あ

る

か

,-
.
:
.
と
い
ぅ
こ
と
は
" 

'
主
と
；し
て
、：
事
実
認
識 

d

問
題
で
あ
っ
て
バ
袖
象
論
.に
ょ
：0
て
決
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
が
.ろ
ぅ
と
思
0
:て
：い
务
^
 ̂

租
税 

政
策
の
実
践
的
指
導
原
則
と
し
て
の
租
税
别
益
説
は
、
:.
こ
：の
ま
ま
の
形
態——
リ
ン
；ダ

j
ル
：
の

解

釈

の

内

容

：の

ま

ま

'で
は
、：
説
得
力
を
失
い
、
死 

滅
へ
の
途
•を
進
み
つ
つ
あ
る
と
趿
ぅ
。(

但
し
、
か
の
た
め
に
云
0
:て
お
く
が
、
3

|
ド
^
§
ー|

0
ぅ
ち
.に
は
、
現
代
の
財
政
学
に
お
い
て
、
租
税
原
則
論 

.

と
い
.う
課
題
の
意
味
：に
疑
問
を
持
ち
、
存
在
の
理
由
を
疑
：っ
て
い
る
人
々
が
あ
る
か
も
1.
れ
な
ぃ
。
.し
か
し
私
は
：租
税
原
則
論
は
財
政
学
に
お
い
て
充
分
に
存
tE
の 

理
r:
l
-
l
を
持
ち
、
且
？
新
レ
い
内
容
を
：持
つ
租
税
原
則
論
を
探
究
し
な
け
^

な̂
ら
な
い
と
.考
先
て
い
る
。)
，

わ

が

国

ー
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、
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様
：
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方

法

で
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」
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婦
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率
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出

3
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結
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